
広島市安佐動物公園（以下，園）のオオサンショ

ウウオ保護増殖施設で繁殖飼育されているオオサン

ショウウオAndrias japonicusの健康管理の一環と

して，寄生虫保有状況の調査を実施し，一部が刊行

されている（田中ら，2016，2017）。特に，田中ら（2016）

では過去に剖検され，ホルマリン液に保存されてい

た腸管の内部寄生虫について検査し，その際，毛細

線虫類も得ていたが，その標本は雌尾部の断端だけ

で，しかも雄が得られなかった。また，生きた個体

の糞便からも毛細線虫類の虫卵が得られており ，

この園に飼育されるオオサンショウウオでは毛細線

虫類の寄生は稀な現象ではないことが類推された

が，分類学的位置不明の Capillaridae gen.sp.のま

まであった。腸管寄生の毛細線虫類の中には，たと

えば，ヒトに重篤な疾患を惹起するAonchotheca
 

philippinensisのような腸毛頭虫症の原因種も含ま

れる 。オオサンショウウオでも同様なのかどうか

は不明であり，このような両生類医学的な観点から，

まず，種名の把握は必須であろう。

そのような背景の中，2016年12月に斃死したオ

オサンショウウオ雌１個体（17歳齢，体重約2900g）

の剖検時，腸管前部の粘膜表面に30虫体の毛細線虫

類が認められた。寄生部位では肉眼的に顕著な病変

は認められなかったので（図１－Ａ），当該死因とは

見なせなかったが（野田・野々上，未報告），前述し

た懸案の解決の好機と捉え，これら全ての線虫を

70％エタノール液にて固定，保存後，酪農学園大学

野生動物医学センターWAMCに送付された。ラク

トフェノール液により透徹，光学顕微鏡下で形態観

察し，顕微鏡描画装置（オリンパス，BH-2）により

描画し，エリアカーブメータ（牛方商会，X-Plan
 

380d ）を用い測定した。証拠標本はWAMCに保

管された（酪農学園大学野生動物医学センター標本

番号16248）。

観察した30虫体のうち，雄が２，雌が28であっ

た。体長は雄が6.2mmおよび7.4mm，雌が8.5

mmから11.2mmであった（図１－Ｂ）。雄には１

本の交接刺が認められ，その長さは0.42mmで

あったが，交接刺鞘表面は不明瞭であった。

Pseudobursaなどは認められなかった（図１－

Ｃ，－Ｄ，図２－Ｂ，－Ｃ）。食道を形成する細胞

sticocyteは偽体腔を大きく占め，その形態は周囲に

皺構造を有する長方形であった（図１－Ｆ，図２－

Ａ）。雌陰門に特別な構造は認められず（図１－Ｅ），

また，包含された虫卵の大きさは70μm×40μmで

あった（図１－Ｅ，－Ｆ，図２－Ｄ）。以上の形態お

よび測定値はMoravec が，当初，亜属として設け

たAmphibiocapillariaの特徴にほぼ合致し，かつ既

にHasegawa et al. が日本産オオサンショウウオ

から記録したAmphibiocapillaria tritonispunctati

と同定された。本種はユーラシア大陸産有尾類に広

く寄生することが報告されているが ，その寄生に

よる病原性に言及された報告は見あたらない。今回

の寄生部位を見た限り，顕著な病変の形成は認めら

れなかったが（前述），他の病原体との混合感染では

症状が顕在化する危険性は否定出来ないであろう。

今回，園で飼育される複数のオオサンショウウオで

もA. tritonispunctatiが寄生していた可能性が示さ
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れたので，検査業務では毛細線虫類の寄生有無につ

いても重要な確認事項となった。なお，本属の生活

史は不明であるが，系統的に近縁な属では魚類を中

間宿主にしているので ，園で検出されたA.

tritonispunctatiもそのような餌資源の摂食により

感染が成立したと想像された。

本研究は JSPS科研費基盤研究Ｃ（26460513）「動

物園水族館動物に密かに蔓延する多様な寄生虫病の

現状把握とその保全医学的対応」の一環でなされた。
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図1 広島市安佐動物公園の飼育下オオサンショウウオから検出された毛

細線虫類Amphibiocapillaria tritonispunctati －Ａ：腸粘膜におけ

る寄生状態，－Ｂ：虫体全体像，－Ｃおよび－Ｄ：雄尾部の腹側（Ｃ）

と右側面（Ｄ），－Ｅ：雌子宮，－Ｆ：虫卵と sticocyte（一部；画像

左）。Bar：－Ａおよび－Ｂ＝１mm，－Ｃおよび－Ｄ＝200μm，－Ｅ

および－Ｆ＝100μm。

図2 広島市安佐動物公園の飼育下オオサン

ショウウオから検出された毛細線虫類

Amphibiocapillaria  tritonispun-

ctati －Ａ：虫体前部，－Ｂおよび－

Ｃ：雄尾部の腹側（Ｂ）と右側面

（Ｃ），－Ｄ：虫卵。
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広島市安佐動物公園で飼育されたオオサンショウ

ウオAndrias japonicusから検出された毛細線虫類

について分類学的な検討をした。その結果，Am-

phibiocapillaria tritonispunctatiと同定された。
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Abstract
 

Capillariid nematodes were obtained from a carcass of a breeding Japanese giant salamander (Andrias
 

japonicus) kept in Hiroshima City Asa Zoological Park, Japan, and the nematode was identified as
 

Amphibiocapillaria tritonispunctati.
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